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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が回復基調を維持しており、緩やかに回復し

ていますが、原油価格や人件費の上昇等コストの増加、自然災害発生による減産や物流網の寸断など企業収益への

影響が懸念される要因も顕在化しております。一方、海外経済は、米国を中心に底堅く推移していますが、米国の

保護主義的な通商政策の影響など各国の政治政策動向及び地政学的リスク等の高まりによる景気下振れ懸念が払拭

出来ない状況が続いております。 

 

食品業界では、近年、消費者の食の安全・安心への関心が一層高まっており、フードディフェンスなどへの取り

組み強化が強く求められています。また、成熟した国内市場においては、消費者の節約志向が続く一方で、健康志

向や簡便化志向が強まっており、ライフスタイルの変化やニーズの多様化への対応が求められています。他方、成

長が見込める海外市場においては、成長エリアに対する積極的な取り組みが求められる状況にあります。 

 

このような事業環境のもと、当社グループでは、従前より３年間を対象期間とする「中期経営計画」を策定して

おり、2018年３月をもって区切りを迎えた「前中期経営計画」に引き続き、2018年４月より2021年３月までの３年

間を対象とする「新中期経営計画」への取り組みを開始いたしました。 

◇成熟市場にある国内事業では収益基盤のさらなる強化 

◇拡大市場にある海外事業では構造基盤の強化による成長エンジンの加速化 

◇独自の技術力・開発力に磨きをかけ、新領域への挑戦 

◇ＣＳＲ経営の推進 

を基本に据えて、掲げた各種施策を強力に推進し、スピード感を伴った経営を行ってまいります。 

 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、『国内食品事業』、『国内化成品その他事業』、『海外事

業』がそれぞれ前年同期を上回る実績を確保し、売上高は438億1百万円（前年同期比4億73百万円、1.1％増）とな

りました。 

利益面では、販売品目構成の変化や原材料の価格上昇、広告宣伝費等の増加に加え、連結子会社である青島福生

食品有限公司（中国）において売掛金の回収状況などを踏まえ貸倒引当金を計上した影響により、営業利益は23億

6百万円（前年同期比10億71百万円、31.7％減）、経常利益は21億50百万円（前年同期比7億91百万円、26.9％減）

となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は15億55百万円（前年同期比4億84百万円、23.7％減）

となりました。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

 

〔国内食品事業〕 

『家庭用食品』では、乾燥わかめ「ふえるわかめちゃん®」は、堅調な推移を示し前年同期を上回る実績を確保

しました。わかめスープは、今春発売の「わかめとたまごのスープ」の着実な実績化に加え、増量キャンペーンの

貢献もあり、前年同期を上回りました。一方、ドレッシングは、今春に全面リニューアルを実施した「リケンのノ

ンオイル セレクティ®」が、積極的なプロモーション活動を展開したものの市場への浸透が進みませんでした。ま

た、豪雨や猛暑などの影響による野菜価格の高騰等により、ドレッシング全体でも前年同期より売上が減少しまし

た。この結果、『家庭用食品』の売上は、前年同期を下回りました。 

『業務用食品』では、エキス調味料関係の着実な伸長に加え、冷凍海藻も堅調に推移したことにより、売上は

前年同期を上回りました。 

『加工食品用原料等』では、販売および技術・開発部門の連携により顧客ニーズに的確に対応した結果、食品

用改良剤分野での売上が堅調に推移したことに加え、ビタミンＥやビタミンＣ等の売上も着実な伸長を示し、部門

全体では前年同期を上回る売上を確保しました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から1億37百万円（0.5%）増加した294億66百万円となり、営業

利益は28億75百万円（前年同期比5億68百万円減）となりました。 

 

〔国内化成品その他事業〕 

プラスチック・農業用フィルム・食品用包材・ゴム製品・化粧品などの工業用分野に、加工性向上および帯電防

止・防曇等の機能性を付加する『化成品（改良剤）』では、顧客ニーズを捉えたソリューションビジネスの展開に

より、帯電防止剤や防曇剤が堅調に推移し、部門全体の売上は前年同期を上回りました。 

また、『その他』の事業では、飼料用油脂の売上が前年同期を下回りました。 
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この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から1億17百万円（3.7%）増加した33億20百万円となり、営業利

益は3億61百万円（前年同期比7百万円減）となりました。 

 

〔海外事業〕 

『改良剤』分野においては、情報発信基地である「アプリケーションセンター」と世界各地に設けた販売会社と

の連携による既存市場の深耕および新市場の開拓を推進した結果、売上は前年同期を上回る実績を確保しました

が、販売競争の激化や販管費の増加等により、営業利益は前年同期より減少しました。 

また、水産加工品が高いウエイトを占める『青島福生食品有限公司』においては、売上は前年同期の実績を下回

りました。営業損益は、構造改革の遅れに加え、売掛金の回収状況などを踏まえ貸倒引当金を計上したことによ

り、赤字となりました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から1億46百万円（1.3%）増加した116億85百万円となり、営業損

失6億87百万円（前年同期は営業損失1億83百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は1,145億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億98百万円増加し

ました。主な増加は、投資有価証券37億33百万円であり、主な減少は、受取手形及び売掛金10億12百万円でありま

す。

 

 負債は514億40百万円となり、前連結会計年度末に比べ3百万円増加しました。主な増加は、短期借入金4億30百

万円、その他固定負債9億40百万円であり、主な減少は、未払法人税等4億78百万円、長期借入金7億57百万円であ

ります。 

 

 純資産は631億4百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億95百万円増加しました。主な要因として、利益剰余

金が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上で15億55百万円増加し、剰余金の配当で6億25百万円減少しまし

た。また、その他有価証券評価差額金が23億57百万円増加しました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2019年３月期の通期連結業績予想につきましては、2018年７月31日に公表しました予想数値を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日公表の「2019年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績の差異および通期

連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 15,915 15,943 

受取手形及び売掛金 25,798 24,785 

電子記録債権 695 588 

商品及び製品 6,388 6,949 

仕掛品 3,057 3,157 

原材料及び貯蔵品 6,749 7,271 

その他 1,697 2,029 

貸倒引当金 △636 △1,095 

流動資産合計 59,666 59,629 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 12,426 12,114 

機械装置及び運搬具（純額） 12,155 11,530 

その他（純額） 4,182 4,409 

有形固定資産合計 28,764 28,055 

無形固定資産 701 681 

投資その他の資産    

投資有価証券 19,488 23,222 

退職給付に係る資産 1,448 1,557 

その他 1,514 1,434 

貸倒引当金 △36 △36 

投資その他の資産合計 22,414 26,178 

固定資産合計 51,880 54,915 

資産合計 111,546 114,545 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,881 8,777 

電子記録債務 643 837 

短期借入金 9,462 9,892 

未払法人税等 1,545 1,067 

引当金 1,107 1,108 

その他 7,023 6,767 

流動負債合計 28,664 28,451 

固定負債    

長期借入金 17,000 16,243 

引当金 18 42 

退職給付に係る負債 192 202 

その他 5,560 6,501 

固定負債合計 22,772 22,989 

負債合計 51,436 51,440 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,537 2,537 

資本剰余金 3,047 3,079 

利益剰余金 58,343 59,274 

自己株式 △13,797 △13,830 

株主資本合計 50,130 51,060 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 8,258 10,615 

繰延ヘッジ損益 4 1 

為替換算調整勘定 1,106 934 

退職給付に係る調整累計額 145 33 

その他の包括利益累計額合計 9,514 11,585 

非支配株主持分 463 458 

純資産合計 60,109 63,104 

負債純資産合計 111,546 114,545 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 43,328 43,801 

売上原価 29,794 30,711 

売上総利益 13,534 13,090 

販売費及び一般管理費 10,155 10,783 

営業利益 3,378 2,306 

営業外収益    

受取利息 24 33 

受取配当金 214 199 

為替差益 155 － 

デリバティブ評価益 － 31 

その他 49 110 

営業外収益合計 443 374 

営業外費用    

支払利息 385 370 

為替差損 － 54 

デリバティブ評価損 466 － 

その他 27 106 

営業外費用合計 879 531 

経常利益 2,942 2,150 

特別利益    

固定資産売却益 0 487 

補助金収入 51 22 

関係会社清算益 138 － 

その他 － 1 

特別利益合計 189 511 

特別損失    

固定資産除却損 120 37 

固定資産圧縮損 23 － 

その他 0 － 

特別損失合計 144 37 

税金等調整前四半期純利益 2,988 2,625 

法人税等 955 1,072 

四半期純利益 2,032 1,553 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △7 △2 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,039 1,555 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 2,032 1,553 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,156 2,357 

繰延ヘッジ損益 8 △3 

為替換算調整勘定 △36 △174 

退職給付に係る調整額 △57 △111 

その他の包括利益合計 1,070 2,067 

四半期包括利益 3,102 3,621 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,090 3,626 

非支配株主に係る四半期包括利益 12 △5 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年９月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 29,206 3,202 10,919 43,328 － 43,328 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
123 － 619 743 △743 － 

計 29,329 3,202 11,539 44,071 △743 43,328 

セグメント利益又は損失

（△） 
3,443 368 △183 3,628 △250 3,378 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△199百万円、たな

卸資産の調整額△50百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 29,276 3,320 11,205 43,801 － 43,801 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
190 － 479 670 △670 － 

計 29,466 3,320 11,685 44,472 △670 43,801 

セグメント利益又は損失

（△） 
2,875 361 △687 2,549 △242 2,306 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△178百万円、たな

卸資産の調整額△63百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 
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